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長沼小学校 待ちに待った遠足
　９月５日、秋晴れの空の下、子どもたちが待ちに待った遠足が実施

されました。１～２年生は「長沼町総合公園」で遊具で遊び、友達と元

気に駆け回り、楽しそうな笑い声が響き渡りました。３～４年生は「な

がぬまコミュニティ公園」で事前に計画したレクリエーション（以下

レク）で大盛り上がり。仲の良い友達とボールを追いかけたり、鬼ごっ

こをしたり、絆を深める姿が見られました。５年生は「ハイジ牧場」で

レクを楽しんだ後、動物たちとの触れ合いに夢中になり、さらにテン

ションが上がっている様子でした。そして６年生は「栗山公園」で学年

全体でかくれんぼを楽しんだ後、学級レクを行いました。あるクラス

では、全員で輪になって青空の下で怪談話。楽しい思い出が増えました。

　遠足を通して、子どもたちは体力づくりに励み、自然と親しみなが

ら友情を育むことができました。子どもたちの生き生きとした声と

笑顔が遠足の成功を物語っていました。

学校めぐり

　８月 27 日と 29 日の２日間、美術部 13 名が、砂川市地域交流センター

ゆうで行われた高文連空知支部美術展・研究大会に参加してきました。

　27 日は全員で作品を展示し、感想カードを書いて、お互いの作品につい

て交流を深めました。生徒審査では、参加者の真剣な表情が印象的でした。

　29 日には優秀賞の発表がありました。本校の生徒では、３年１組の神藏

海里さんと佐々木彩歌さん、１年１組の川上京楓さんの３名が受賞し、10

月９～ 10 日に札幌で開催される全道大会に参加することになりました。

　ほかにも、全道大会にあと一歩という作品もありました。これからもよ

り良い作品を作るための努力を継続してほしいと思います。

長沼中学校 全員主役 ～青春 festival ～
　９月４～５日に第 12 回長沼中学校学校祭が開催されました。今年の学校祭は、初めてスポーツセ

ンターでの開催となりました。テーマは「全員主役 ～青春 festival ～」。生徒一人ひとりが学校祭

に向けて仲間と協力しながら全力で取り組み、全員で創り上げた学校祭となりました。

　生徒は、ダンス部門・集団画部門・ミニチュア建造物部門・縁日部門・アート部門に分かれ準備を

進めてきました。合唱では、広いスポーツセンターに各クラスがすばらしい歌声を響かせ、特に３年

生両クラスの合唱では、さすが最高学年という姿で、一体感のある合唱を披露し、周囲に感動を与え

ていました。保護者や地域の皆さんも大勢お越しいただき、ありがとうございました。

美術部３名、全道大会へ長沼高校

佐々木彩歌
「マリア像と天使」神藏海里「さくらんぼ」 川上京楓「価値観」

作品展示作品展示

　日　時：11月２日㈰　10時～17時
　　　　　11月３日㈪　10時～15時
　　　　　 ※時間は昨年と異なります

　場　所：スポーツセンター

　その他：�「姉妹都市奥州市物産展」と
　　　　　「チャリティーバザー」も行います

芸能発表芸能発表

　日　時：11 月３日㈪　10 時～
　　　　　 ※時間は昨年と異なります

　場　所：りふれ　三世代交流室

主　催：長沼町文化祭実行委員会
問合先：☎080-5588-0384（実行委員会 澤田）

長 沼 町 民 文 化 祭

＼ 入 場 無 料 ／

図書館だより図書館だより

▼

名 天下の値段

　享保のデリバティブ

著 門井慶喜

版 文藝春秋
江戸も令和も国家の命運は
米価で決す

名 作家と山

編 平凡社編集部

版 平凡社
山が育んだまなざし
靴と筆で刻む45篇

名 翠雨の人

著 伊与原新　版 新潮社
科学を信じぬいた女性
猿橋勝子のひたむきな生涯

名 �夫婦じまい　えにし屋春秋３

著 あさのあつこ　版 角川春樹事務所
傑作時代長篇ミステリー

名「群れない」生き方　

   ひとり暮らし、私のルール

著 曾野綾子　版 河出書房新社

名 �認定理学療法士による肩が100倍

動くようになる教科書

著 俵伊吹 版 ベースボール・マガジン社

名 とにかくぐっすり眠りたい

  �老舗ふとん店の12代目がこっそ

り教える快眠法60

著 乙丸屋久兵衛　版 ダイヤモンド社

名 �水族館飼育員のただならぬ裏

側案内

著 なんかの菌

版 集英社インターナショナル
ようこそ、水槽の奥のディープな世界へ

名 �相談するってむずかしい

文 青山ゆみこ　漫画 細川貂々

版 集英社
自分を助けるための「対話の仕方」がわかる本

名 昭和二年生まれの流儀

著 城山三郎・吉村昭　

版 中央公論新社
同じ年に生まれ文学に生きた二人が語り合う

名 �続 使い切れない農地もっと

活用読本 小さくはじめる、

楽しく稼ぐ

版 農山漁村文化協会

名 おいしい循環　

  生ごみを捨てない暮らし

著 たいら由以子　版 �婦人之友社

今月の新しい図書です

上記以外の新刊図書はこちらからご覧ください ▶

＊図書館カウンターでも配布しています

よ み き か せ や 映 画 会 に つ い て は

「情報カレンダー」をご覧ください

「あ・し・た」運動

　長沼町青少年育成町民会議（成田正夫会

長）では、青少年の健全な育成のため小中学

生を対象に「あ（あいさつ）・し（しんせつ）・

た（たいせつ）コンクール」を行っています。

　町民文化祭作品展において、優秀作品を

展示し、啓発活動も行います。

　ぜひ会場でご覧ください★

図書館で不用となった資料の有効活用を図るため、本や雑誌を無料で一人10冊までさしあげます。
【日時】11 月２日㈰～３日㈪ ( 文化の日 )　10 時～　※４日㈫は振替休館
【場所】図書館ギャラリー　【持ち物】本を入れる袋を持参ください。

古本リサイクル市

臨時開館
と


